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 リーダーシップ開発バーチャル地方ライオンズ・リーダーシップ研究会（RLLI）のプロセス 
 

なぜRLLIカリキュラムをバーチャル（オンライン）で実施するのか? 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の大流行により、大人数での会合の実施を避ける必要があることから、対面での地方ライオンズ・リー

ダーシップ研究会（RLLI）が実施できない場合があるかもしれません。カリキュラムは対面での実施を想定して作られていますが、いくつかの

修正を加えることで、バーチャル会議／研修プラットフォームを通じて対話型研修セッションを実施することは可能です。これらの修正には熟考

を重ねた事前の計画が必要です。  
 

バーチャルRLLI研修承認プロセス 

実施日の、少なくとも12週間前までにバーチャルRLLIの実施申請を提出してください。これにより、リーダーシップ開発部スタッフがRLLIの標

準版カリキュラムに対するバーチャルで行うための修正を確認し、提出された計画に対してさらなる調整が必要かどうかフィードバックを行うた

めに必要な時間を確保できます。また、研修会コーディネーターおよび講師がバーチャルRLLIの計画、教材および活動を確認するための時間も

必要となります。 
 

この文書で提供されているガイドラインを使って、RLLI カリキュラムがどのようにご自分の地域でのバーチャル形式での実施に向けて適用され

るかについて、追加の情報をご提供ください。バーチャルRLLIの実施要請の際には以下をご提出ください。 
 

☐  指導力育成研究会補助金プログラム申請書または指導力育成地域別研究会プログラム申請書 

☐   バーチャル研修スケジュール 
☐  セッションをバーチャル形式上で対話型で実施するための詳細な計画 

 

バーチャルRLLIを企画および宣伝する前に、リーダーシップ開発部スタッフはカリキュラムのバーチャル形式適用のためのスケジュールと計画

を確認し、承認しなければなりません。バーチャル研修のスケジュールと計画をleadershipdevelopment@lionsclubs.orgまでお送りください。確

認と承認に15営業日かかりますことをご了承ください。   
 

研修カリキュラムをバーチャル形式に適応するための計画 

RLLIカリキュラムにおける実習は対面形式のクラスルームで使用するために設計されています。実習はセッションでの学習者の積極的な参加を

促し、知識の習得を増やすために注意深く選定されています。しかし、これらの実習はバーチャル研修の環境においては研修マニュアルに書かれ

ている通りに行うことができません。  
 

バーチャルプラットフォームによって機能に違いがあることから、それらの機能と使い方を理解することが重要です。バーチャルプラットフォー

ム内で使用可能なツールを活用して、バーチャル形式において実習のゴールをどのように達成するかについて、各セッションの実習を十分に検討

しなければなりません。場合によっては、対面形式の実習と同じ結果を達成するために、実習を変更したり取り替えたりする必要があるかもしれ

ません。  
 

コンテンツの中にはバーチャル研修での実施が難しく、セッションに先立って個別の事前課題としたり、セッション後に宿題として提供したりす

る必要があるかもしれません。各セッションの講義部分について、バーチャルセッションの時間を削減するために事前リーディングの形の方が適

切かどうか考え判断してください。  
 

対話型の活用：サンプルセッション（本文書の最後に記載）をガイドとして、バーチャル形式において各セッションを対話型にするための詳細な

計画を提出してください。   
 

バーチャル研修のスケジュール 

各モジュールの日時を示したRLLIのバーチャル研修のスケジュールを作成してください。元々のスケジュールが、どのように数日間にわたる小

さなセクションに分割されるか示してください。  
 

例：チームワークと多様性は次のスケジュールで開催されます：2020年8月18日火曜日 17:00 – 20:30（セッション間に30分の休憩）。 
 

RLLIのスケジュールは現地および地域のニーズに合わせて修正します。  
 

https://www.lionsclubs.org/ja/resources-for-members/resource-center/rlli-curriculum
https://www.lionsclubs.org/ja/resources-for-members/resource-center/rlli-curriculum
mailto:leadershipdevelopment@lionsclubs.org
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バーチャル研修の講師と参加者 

バーチャル形式のRLLIを実施する場合、推奨される参加人数は5-25人です。少人数のグループの方が、各参加者が積極的に参加でき、学びを増

やすことにつながります。  
 

 各クラスは最低2名の講師が必要です。各クラスの少なくとも半分の講師は講師育成研究会（FDI）修了生か、ライオンズ公認講師プログラ

ム（LCIP）認定講師でなければなりません。講師は全員、過去に研修ファシリテーターまたは研修講師を務めた経験を有する者である必要

があります。  
 バーチャル形式のRLLIを実施する2名の講師は、講義担当と研修内容担当とに責任を分担します。研究会コーディネーターが技術的なサポ

ートを行います。 
 

講義を行う講師（ファシリテーター）の役割 – 議論を進行し内容を伝える、講師でありその分野の専門家となる、発言する参加者を指定する、

参加者の質問とコメントに対応する。  
 

サポート講師（プロデューサー）の役割 – 次のような技術的な側面の管理：チャットでの投票機能の解除/質問の要約、チャットおよびQ&Aセク

ションの監視と回答、スライドの進行、参加者のミュート/ミュート解除、投票の開始、講義講師（ファシリテーター）へのサポートの提供。 
 

研究会コーディネーター（企画者/ホスト）の役割 – 研修のスケジュール作成ならびにプラットフォームの設定の割り当て、研修の開始およびフ

ァシリテーターの紹介、セッションの開始と録音、技術サポートの提供。  
 

予想される参加者の人数とともに講師の名前と人数を確認してください。   
 

対話型の要素：サンプルセッション 

セッション名 : 時間管理 
 

バーチャル形式においてこのセッションをいかに対話型にできるか? 
 

導入/モジュール1 : バーチャル会議での時間を節約するために、時間管理に関するケーススタディおよび効果的な時間管理の障害を、このセッシ
ョンの事前のリーディング課題とします。講師ガイドからの質問を用いた大人数のグループディスカッションでは、参加者の回答の管理のために
プラットフォーム内のチャットおよびバーチャル挙手機能を使用してください。例えば、「マリアは一日を通して効率的に彼女の時間を管理して
いると思いますか？チャットウィンドウに枠に書き込んでください。」参加者を招待してお互いのコメントを読んでもらうか、全員がチャットを
見られない場合は、参加者全員に聞こえるようにコメントを読み上げてください。 

 

事前のリーディング課題の代わりに、 バーチャル挙手機能を使ってケーススタディの一部を希望者に声に出して読んでもらうか、参加者マニュ
アルから静かに読んでもらいましょう。 

モジュール１実習：ケーススタディの再検討-障害 
効果的な時間管理の障害に関するバーチャル会議を通じた短縮版の講義の後、参加者は:  
 

 別々の電話またはチャットウィンドウ内で2人1組になり（前もって決めておく）、参加者マニュアル内でケーススタディの再検討を
10分間行い、時間管理の障害を特定する。（オプション1） 

 4-5人のグループになり、バーチャルプラットフォームのブレークアウトルーム機能を使い、参加者マニュアルでケーススタディの再
検討を10分間行い、時間管理の障害を特定する。（オプション２) 

 参加者マニュアルのケーススタディの再検討を各自で5-7分間で行い、時間管理の障害を決定し、バーチャルプラットフォーム内のコ
ミュニティホワイトボードにアイデアを上げる。（オプション3) 

 

参加者はバーチャル会議に戻り、実習をまとめる。オプション1か2を選んだ場合、時間の許す限り、各組もしくはグループの代表者が発表を行
う。ファシリテーターはこの結果についてグループディスカッションを進行する。  

 

モジュール2 : チャットまたはバーチャル挙手機能を使って、「講師ガイド」からの質問を使った大人数のグループディスカッションへの参加を
管理する。例えば、「どの戦略がマリアがより効果的に時間管理を行う上での助けとなるでしょうか？戦略を提案し、マリアがその戦略をどのよ
うに利用できるか発表したい方は挙手をお願いします」 

 

まとめ : バーチャル挙手機能を使って、複数の希望者に人生における大きな石を声に出して読んでもらうか、参加者マニュアルから静かに読んで
もらいましょう
  

 


